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資料１ 

今後の水・大気環境行政の在り方の議論の進め方等について 

 

＜背景＞ 

○ これまで、大気・騒音振動部会、水環境・土壌農薬部会のそれぞれにおいて、今後の

大気環境行政、水環境行政の在り方について、御議論いただいたところ。 

 大気・騒音振動部会 第 15回（令和 3年 9月 10 日）、第 16回（令和 4年 1月 12 日）及び 

第 17回（令和 4年 6月 22 日） 

水環境・土壌農薬部会 第３回（令和 3年 7月 29日）及び第５回（令和 4年 9月 15日） 

  ※これまでの議論は、参考資料５、６参照 

 

○ 水・大気の環境管理の一層効率的な実施等のため、令和５年度に環境省水・大気環境

局の再編を行い、環境管理課の新設等を行う予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ また、令和５年度より次の第六次環境基本計画の策定に向けた議論が行われる予定。

当該環境基本計画における水・大気環境政策に係る議論へのインプットを統合的に行

っていくことが効果的と考えられる。 

 

＜議論の進め方（案）＞ 

○ こうした状況を踏まえ、それぞれの部会での議論を踏まえつつ、大気・騒音振動部

会及び水環境・土壌農薬部会を合同で開催し、両部会の担当に共通する課題（※）を

中心に、今後の水・大気環境行政の在り方について御議論いただきたい。 

※ 共通する課題 

① 良好な環境の創出 

② 媒体横断的な課題への対処 

③ デジタル技術を活用した環境管理 

○ 合同開催又は合同部会の議長は、両部会長を共同議長とする。 

総務課 総務課 

自動車環境対策課 モビリティ環境課 

大気環境課 環境管理課 

水環境課 海洋環境課 

運輸部門の温暖化対策

を一元対応 

海プラの国際交渉・制度

化・対策の強化 

大気・水・土壌一体管理

と良好環境創出 
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＜スケジュール（案）＞ 

○ スケジュールは以下を想定。 

・ １月 30日：両部会合同開催  

→  水・大気環境行政の在り方（共通課題に係る論点）について議論  

・  ２月～：この間、必要に応じて、各部会において議論 

・  ４月頃：両部会合同開催又は合同部会開催※ 

      →  水・大気環境行政の在り方（共通課題及び個別課題）の骨子（案）に

ついて議論 

・ ５～６月頃：両部会合同開催又は合同部会開催※ 

→ 今後の水・大気環境行政の在り方（仮称）をとりまとめ 

 ・ ６月頃：公表 

※合同部会の設置については、２月に予定されている委員改選後の状況等に応じて検討。 
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資料１ 

＜参考＞ 

両部会におけるこれまでの議論の経緯及び今後の議論の予定（イメージ） 

 

 

今後の大気環境行政の

在り方について議論 

 第 15回（R3.9.10） 

 第 16回（R4.1.12） 

 第 17回（R4.6.22） 

大気・騒音振動部会 水環境・土壌農薬部会 

今後の水環境行政の在り

方について議論 

 第３回（R3.7.29） 

 第５回（R4.9.15） 
水・大気環境行政の在

り方について議論（共通

課題及び全体） 

・合同開催（R5.1.30） 

・合同開催又は合同部会

（R5.4頃） 

・合同開催又は合同部会

（R5.5～6頃） 

 

議論の成果 議論の成果 

今後の水・大気環境

行政の在り方（仮

称）とりまとめ（共

通・個別課題含む） 

○ 水・大気環境行政に活用 

○ 第六次環境基本計画の策定、これに基づく環境

政策の推進 

構成（イメージ） 

はじめに 

第１章 背景 

第２章 共通課題 

第３章 個別課題 

おわりに 


